
ＪＡふくおか嘉穂 SDGｓ取組宣言

わたしたちＪＡふくおか嘉穂は、
「持続可能な開発のための2030アジェンダ」賛同し、
その達成に向けて、事業・活動に取り組みます。

JAふくおか嘉穂は「食と農を基軸とした地域に根ざした協同組合」として、
組合員の皆さんの声に応えながら、不断の自己改革への取り組みを通じて、

持続可能な地域農業・地域社会づくりに取り組んできました。
今後はさらに、わたしたちの事業や活動が与える多面的な影響にも配慮しながら、

地球的視野に立ち、地域社会を構成する一員として、
組織・事業・経営の革新をはかり、社会的役割を誠実に果たします。

JAふくおか嘉穂は、各々の置かれた環境を踏まえて、SDGsの達成に向けて取り組んでいきます。



〈 地域・くらし事業分野 〉

1.持続可能な食料の生産と農業の振興に取り組みます

2.持続可能なフードシステムの構築に 取り組みます

3.農業生産における環境負荷の軽減に取り組みます

4.農業のもつ多面的機能を発揮していきます

〈 食料・農業事業分野 〉

5.安心して暮らせる持続可能で豊かな社会づくり
に貢献していきます



〈 協同・組織運営分野 〉

6.国内外の多様な関係者・仲間と連携・参画につとめます

持続可能な社会の
実現をめざして

ＪＡふくおか嘉穂は持続可能な開発目標（SDGｓ）を支援しています



SDGsとＪＡふくおか嘉穂

来場者からの声（アンケートより一部抜粋）

〇食品・光熱費など高くなり厳しい状況の中、
今回たくさん頂いて本当にありがとうございました。
〇食費が高くいつも困っているので
すごく助かりました。ありがとうございます。
〇皆さんが温かく迎えてくださったので、
本当に嬉しかった。
〇コロナ禍で生活に困っている世帯がある中、
このような活動をして頂き感動と感謝で
涙が出てきました。心からお礼を申し上げます。

フードパントリーの開催

ＪAふくおか嘉穂女性部はフードパントリーを実施しました。
令和4年度の来場者は合計106名、寄付を頂いた人数は合計221名。
多くの食品や日用雑貨などが集まり、とくに白米は1,043㎏も
集まりました。

ペットボトルキャップ回収によるワクチン購入の寄付活動

ＪAふくおか嘉穂女性部では毎年ペットボトルキャップを回収し、イオン株式会社を通じ
て発展途上国の子供達へのワクチン購入のための寄付活動を行っています。
この活動は長年続き令和4年３月17日では973kgをイオン穂波店へ搬入しました。
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14年間でワクチン1,780人分
のペットボトルキャップを回収！



SDGsとＪＡふくおか嘉穂

直売所の活性化

令和4年11月1日（火）に複合型ファーマーズ
マーケットをオープンし、多種多様な農産物
を取り揃え、地域の活性化を目指します。

スマート農業の研究

水田の自動給水装置や水位センサーの実用
に向けた研究や無人田植機などの実演会を
行い農業者の労働力低減を目指しています。

食育活動

飯塚市がんばる農業応援協議会と連携し、
田植えや稲刈りなど食育活動を行っています。

地域の清掃活動

地域貢献活動の一環として、各支所が
一斉に支所周辺の清掃ボランティア活動
を実施しました。

地域の美観維持
庄内支所は青壮年部と地域の美観維持・
ＪＡファンづくりの一環としてひまわりを
咲かせる活動をおこなっています。

低温農業倉庫建設

集荷の効率化・品質管理を目的として、
建設しました。安心して出荷できるよう
適正な品質管理を行っています。

街の防犯対策
交通事故の未然防止や子ども達の見守り
活動により犯罪等の抑止力になるように
防犯カメラを管内４カ所に設置しました。

支所で青空市場
穂波支所は、出張ふれあい市をおこない、
来店されたお客様へ新鮮な野菜を販売し、
JAならではのイベント等を開催しています。
（イベントについては不定期です。）


